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1審査会合（H26.3.19及びH26.4.9）及びヒアリング（H26.4.25）の指摘事項

地点 指摘事項 頁

鳥取沖西部断層
西端付近

指摘事項①
・事業者の音波探査記録等では端部の評価ができないので，最新手法
による精度の高い音波探査記録により評価を行うこと

・調査に当たっては，浅部と深部の両方の地質構造が把握できるよう留
意すること

4～7

Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２
断層の端部付近

指摘事項②
・同一測線上でも音波探査音源の違いにより音波探査記録の見え方が
様々なので，複数のデータを用いて詳細に検討すること

8～11

大田沖断層付近

指摘事項③
・断層評価に当たっては，より詳細な地質の年代区分について検討を行
うこと
・年代区分に当たっては，地質年代の直接的な測定を行うこと

12～15

敷地北東沖
（多古鼻沖）付近

指摘事項④
・海底面に急崖地形及び傾斜地形が認められることから，最新手法によ
る精度の高い音波探査記録により評価を行うこと

16～18
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島根原子力発電所

鳥取沖東部断層

追加調査計画概要（案）

指摘事項①
鳥取沖西部断層の西端付近の評価

指摘事項②
Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層の両端付近の評価

追加調査範囲

凡 例

指摘事項③
大田沖断層の地質の年代区分の検討

指摘事項④
敷地北東沖（多古鼻沖）の地質構造の検討
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余 白
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【指摘事項①】
○鳥取沖西部断層の西端付近の評価について
・ 事業者の音波探査記録等では端部の評価ができないので，最新手法による精度の高い
音波探査記録により評価を行うこと
・ 調査に当たっては，浅部と深部の両方の地質構造が把握できるよう留意すること

審査会合（H26.3.19）の指摘事項①



5追加調査測線（指摘事項①：鳥取沖西部断層の西端付近の評価）

ブーマー・マルチチャンネル
ウォーターガン・マルチチャンネル
エアガン・マルチチャンネル

【目的】
西端付近について，浅部，中深部及び深部の音
波探査を実施し，活動性評価を行う。

【調査の種類】
・ブーマー・マルチチャンネル
・ウォーターガン・マルチチャンネル
・エアガン・マルチチャンネル

※現地の状況に応じて調査位置等は変更の可能性がある。

島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層



6参考：既往調査測線（指摘事項①：鳥取沖西部断層の西端付近の評価）

スパーカー・シングルチャンネル
ウォーターガン・シングルチャンネル
エアガン・マルチチャンネル

島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層
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余 白



8審査会合（H26.3.19）の指摘事項②

【指摘事項②】
○Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層の端部評価について
・ 同一測線上でも音波探査音源の違いにより音波探査記録の見え方が様々なので，複数
のデータを用いて詳細に検討すること



9追加調査計画案（指摘事項②：Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層の両端付近の評価）

ブーマー・マルチチャンネル
ウォーターガン・マルチチャンネル

B層が分布する範囲

【目的】
両端部付近について，浅部及び中深部
の音波探査を実施し，活動性評価を行う。

【調査の種類】
・ブーマー・マルチチャンネル
・ウォーターガン・マルチチャンネル

島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層

大田沖断層の東端付近の
追加調査測線と連続 ※現地の状況に応じて調査位置等は変更の可能性がある。

Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層 約51.5km



10参考：既往調査測線（指摘事項②：Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層の両端付近の評価）

スパーカー・シングルチャンネル
ブーマー・マルチチャンネル
ウォーターガン・マルチチャンネル
サブボトムプロファイラー（地質調査所）

Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層 約51.5km

島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層
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12審査会合（H26.3.19及びH26.4.9）の指摘事項③

【指摘事項③】
○大田沖断層の地質の年代区分について
・ 断層評価に当たっては，より詳細な地質の年代区分について検討を行うこと
・ 年代区分に当たっては，地質年代の直接的な測定を行うこと



13追加調査計画案（指摘事項③：大田沖断層の地質の年代区分の検討）

音波探査（ブーマー・マルチチャンネル）
音波探査（ウォーターガン・マルチチャンネル）

【目的】
両端部付近について，浅部及び中深部の音波探査を実施し，敷地前面海
域と同程度に地質層序の年代区分を細区分し，活動性評価を行う。
また，年代の直接的な測定を行い精度向上を図る。

【調査の種類】
・音波探査（ブーマー・マルチチャンネル）
・音波探査（ウォーターガン・マルチチャンネル）
・採泥（ピストンコアラ―）※追加音波探査測線上で実施島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層

Ｆ－Ⅲ～ＦＫ－２断層の西端
付近の追加調査測線と連続

※現地の状況に応じて調査位置等は変更の可能性がある。



14参考：既往調査測線（指摘事項③：大田沖断層の地質の年代区分の検討）

スパーカー・シングルチャンネル
エアガン・シングルチャンネル（地質調査所）
エアガン・シングルチャンネル（海上保安庁水路部）

島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層
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余 白



16審査会合（H26.3.19）及びヒアリング（H26.4.25）の指摘事項④

【指摘事項④】
○敷地北東沖（多古鼻沖）の地質構造について
・ 海底面に急崖地形及び傾斜地形が認められることから，最新手法による精度の
高い音波探査記録により評価を行うこと



17追加調査計画案（指摘事項④：敷地北東沖（多古鼻沖）の地質構造）

【目的】
敷地北東沖（多古鼻沖）について，浅部もしくは中深部の音波探査を実施
し，海底面に見られる急崖地形及び傾斜地形付近の地質構造を把握する。

【調査の種類】
・音波探査（ブーマー・マルチチャンネル）
・音波探査（ウォーターガン・マルチチャンネル）

島根原子力発電所

大田沖断層

鳥取沖東部断層

ブーマー・マルチチャンネル（追加調査）
ウォーターガン・マルチチャンネル（追加調査）

指摘箇所

スパーカー・シングルチャンネル（既往調査）
ブーマー・マルチチャンネル（既往調査）
ウォーターガン・マルチチャンネル（既往調査）

B層が分布する範囲5km

※現地の状況に応じて調査位置等は変更の可能性がある。



18参考：指摘事項④：敷地北東沖（多古鼻沖）の地質構造

島根原子力発電所

(m)

急崖地形

傾斜地形

P17説明範囲
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